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市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日

頃
よ
り
私
ど
も
消
防
団
に
対

し
、
特
段
の
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
依
然
と
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
収

ま
ら
ず
、
消
防
団
も
感
染
対

策
を
講
じ
な
が
ら
活
動
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま

す
が
、
本
年
度
も
随
時
状
況

判
断
を
し
な
が
ら
各
種
行

事
・
訓
練
な
ど
を
実
施
し
、

防
災
力
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
火
災
は
も
と
よ
り
、
近

年
の
台
風
や
豪
雨
災
害
、
３

月
に
発
生
し
た
震
度
６
弱
の

地
震
な
ど
、
激
甚
化
す
る
自

然
災
害
に
対
し
、
防
災
意
識

が
向
上
し
て
い
る
も
の
と
推

察
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の

災
害
か
ら
ご
自
身
や
ご
家

族
、
地
域
を
守
れ
る
よ
う
、

災
害
発
生
時
に
地
域
で
助
け

合
い
を
実
践
す
る
「
自
主
防

災
組
織
」
の
結
成
が
期
待
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防

団
と
し
て
も
皆
さ
ま
と
連
携

し
て
地
域
防
災
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

近
年
、
地
域
防
災
の
要
と

し
て
消
防
団
の
必
要
性
が
高

ま
る
一
方
、
社
会
情
勢
等
の

変
化
に
よ
り
、
消
防
団
員
の

就
業
形
態
は
大
き
く
変
化

し
、
消
防
団
の
役
割
や
活
動

に
対
し
て
、
ご
家
族
や
お
勤

め
先
、
幅
広
い
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
理
解
や
ご
協
力
を
得
る

こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
３
年
度

団長
大和田　積藏

令
和
４
年
度
の

令
和
４
年
度
の

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り

に
機
能
強
化
を
図
り
つ
つ
持

続
可
能
な
消
防
団
組
織
を
目

指
し
、
組
織
の
再
編
を
行

い
、
集
合
屯
所
整
備
や
分
団

な
ど
の
統
合
を
進
め
ま
し

た
。
ま
た
、
団
員
の
負
担
軽

減
を
望
む
声
が
多
く
あ
る
こ

と
か
ら
、
消
防
団
行
事
の
見

直
し
や
負
担
の
大
き
か
っ
た

田
村
市
消
防
操
法
大
会
を
廃

止
す
る
こ
と
と
し
、
実
際
の

火
災
現
場
で
生
き
る
消
防
操

法
訓
練
を
団
員
に
負
担
を
か

け
ず
実
施
で
き
る
よ
う
検
討

を
行
う
な
ど
、
各
般
に
わ
た

る
見
直
し
を
随
時
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
現
代
の
実
情
に

応
じ
た
柔
軟
な
消
防
団
組
織

と
す
べ
く
検
討
を
重
ね
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
、
将
来
に

わ
た
り
地
域
防
災
力
の
中
核

と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
存
在
と
し
て
、
地
域
の
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事

に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
田

村
市
づ
く
り
の
た
め
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
続

き
消
防
団
へ
の
ご
理
解
と
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
消
防
団
は
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
、
仕
事
を
持
ち
な
が

ら
「
地
域
住
民
の
生
命
身
体
及
び
財
産
を
守
る
」

こ
と
を
使
命
と
し
、
災
害
発
生
時
に
消
火
活
動
や

救
助
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
有
事
に

備
え
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
火
災
が
発
生
し
な
い
よ
う
地
域
住
民
に

対
し
予
防
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
入
団
資
格

　
・
年
齢
18
歳
以
上
の
方

　
・
心
身
と
も
に
健
康
な
方

●
入
団
後
の
待
遇

　
・
報
酬
な
ど
の
支
給

　
　
年
間
一
定
の
報
酬
と
、
災
害
な
ど
に
出
動
し

　
　
た
際
の
手
当
て
。
５
年
以
上
勤
務
し
退
団
し

　
　
た
際
の
退
職
報
償
金
。

　
・
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　
サ
ポ
ー
ト
事
業
所
を
利
用
し
た
と
き
、
割
引

　
　
な
ど
の
優
遇
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
・
公
務
員
災
害
補
償
、
福
祉
共
済

　
　
消
防
団
活
動
中
の
け
が
な
ど
に
対
し
て
補
償

　
　

制
度
が
あ
り
ま
す
。
消
防
団
活
動
外
で
も
、

　
　
一
定
期
間
以
上
の
入
院
等
で
見
舞
金
を
受
け

　
　
取
れ
ま
す
。

　
・
表
彰
制
度

　
　
団
員
と
し
て
の
功
労
、
功
績
に
対
し
表
彰
制

　
　
度
が
あ
り
ま
す
。

【
４
年
度
主
要
行
事
】

 

・
５
月
29
日　
田
村
市
消
防
団 

春
季
検
閲

 

・
６
月
19
日　
第
18
回
消
防
協
会
田
村
支
部

　
　
　
　
　
　
幹
部
大
会（
三
春
町
）

 

・
10
月
２
日　
田
村
市
総
合
防
災
訓
練（
都
路
町
）

 

・
５
年
１
月
８
日　
令
和
５
年
田
村
市

　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
団 

出
初
式

消防団に入ろう！ 新入団員募集中
～あなたの力と志を消防団にお貸しください～

地域の安全安安心を守る心を守る
　　田村市消防団田村市消防団
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消防団だより

田
村
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と

・
さ
と

・
ゆ
め

た
む
ら 

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス
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No.1

百歳賀寿そば優良生産表彰

　田村市常葉そば生産・製粉研究会が、一般社
団法人日本蕎麦協会主催の全国そば優良生産表
彰で奨励賞を受賞しました。
　この表彰は、そば栽培の生産性向上と経営改
善の工夫を行い、他の模範となるそば生産農家
と集団を表彰するものです。
　市内のそば生産団体では初の受賞で、阿武隈
地域のそば栽培技術の向上が証明されました。

４月７日、市役所で田村市鳥獣被害対策実施隊
の任命式が行われ、各地区隊長へ市長から任命
書が交付されました。
　今年度の実施隊員は、滝根 5 人、大越４人、
都路 18 人、常葉 13 人、船引 31 人の合計 71
人で活動を行います。
　地区隊長を代表して、都路地区隊の渡辺辰雄
隊長が「隊員としての自覚と責任を持って、農
家の方々が安心して農業ができるよう、捕獲活
動に取り組む」と抱負を述べました。

任命式 71人の実施隊に任命書を交付

出張販売 金融機関の駐車場でマルシェを開催

田村市常葉そば生産・製粉研究会が受賞

　3 月 24 日、市内農産品事業者と葛尾村農産
品事業者が船引町の金融機関駐車場に集まりマ
ルシェを開催しました。
　市内産のプリンやワッフル、葛尾村の産品が販
売され、日ごろから金融機関を使用するお客さ
んをはじめ、多くの来訪者でにぎわいました。

6 次化商品 船引高校生が市産農産物で6次化商品を開発販売
　3 月 27 日、常葉町で開かれた“みんなでつ
くる”「こと」のマルシェ「toco-toco」で船
引高校の生徒たちが市産農産物で開発した 6
次化商品を販売しました。
　みやこじスイーツゆいの職員と船引高校生が
一緒に、市産キクイモパウダーを使用した台湾
カステラ「ふわっテラ」と、都路たまごを使用
したオリジナル商品「スマイルカステラ」を販
売・PR しました。


